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平成３１年度 富士見市水道事業会計予算（概要） 

 

１ 予算概要                                 

 

(1) 予算編成概要 

  ２７年度に開業した大型商業施設の影響により、安定した給水収益が見込まれているこ

とから、３０年度と同程度の収益を見込んでいる。しかし、近年給水収益の基本となる生

活用水量（家庭内等で使用する水量）は、利用者の生活様式の多様化、節水機器の普及な

どによる環境の変化によって減少している。そのため、長期的には有収水量・給水収益と

もに減少の傾向にあると考えられる。一方で、水道水の安定供給を維持するためには、水

道施設の改良工事等に多額の費用が必要となっていく。 

こうした厳しい経営状況の中ではあるが、将来にわたり安心・安全で安定的な水道水の

供給を可能とするために必要な事業を中心とした予算編成に努めた。 

 

(2) 予算規模 

  第３条予算（収益的収入及び支出）の収入は、前年度比３．１％増の１９億２６２万 

２千円、支出は、前年度比０．８％増の１６億９，６３１万円で、収支差引では、２億 

６３１万２千円の黒字となっている。 

第４条予算（資本的収入及び支出）の収入は、前年度比６．４％減の７５０万円、支出

は、前年度比１０．４％増の７億４，２６８万円で、収支差引では、７億３，５１８万円

の赤字が見込まれている。 

 

(3) 財源不足額 

  第４条予算の赤字分については、損益勘定留保資金等で補填する。 

 

２ 予算（収入）の主な特徴                                 

 

(1) ３条予算（収益的収入） 

  〇 営業収益 

給水収益（水道料金）は、過去の平均供給単価等で試算した数値を算出し、前年度比 

１．５％増の１５億７，８９８万９千円とした。 

受託工事収益は、前年度比８．３％増の２，３４６万６千円とした。 

補償金は、前年と同額の１０２万円とした。 

加入金は、前年度比２１．７％増の１億７，９９２万８千円とした。 
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(2) ４条予算（資本的収入） 

   他会計負担金は、一般会計からの消火栓設置工事費負担金４８０万円とした。 

配水工事負担金は、開発に伴う配水管工事の負担金２７０万円とした。 

 

３ 予算（支出）の主な特徴                       

 

(1) ３条予算（収益的支出） 

〇 営業費用 

①  原水及び浄水費は、浄水場、配水場に係る設備の点検委託、動力費、受水費等の 

経費で、前年度比３．５％増の８億９，３２０万４千円とした。 

【主な支出】 

・県水受水費                 ６億３，１９４万１千円 

・各浄、配水場、第２号井～第５号井の電力費    ６，０５７万６千円 

・浄水場運転、設備維持管理業務委託        ９，７１４万１千円 

・自家用工作物保安管理業務委託              １４０万円 

・水質検査、放射能水質検査委託            ３３９万３千円 

② 配水及び給水費は、配水管及び給水管の維持管理に要する費用で、前年度比１．２％

減の１億６，４５３万５千円とした。 

    【主な支出】 

・検定満期メータ取替委託             ２，５４５万４千円 

・給水装置竣工図更新委託             １，２２７万６千円 

・修繕待機業務委託                  ９２７万５千円 

・漏水調査業務委託                  ８０７万４千円 

・検定満期に係る量水器修繕            ２，５９２万２千円 

③ 受託工事費は、給配水管移設等の受託工事に要する費用で、前年度比０．９％増 

の２，２７８万１千円とした。 

【主な支出】 

・下水道、ガス、ＮＴＴ、東京電力等の工事に伴う給水管布設替工事  

④ 業務費は、前年度比１．０％増の１億２，０２７万８千円とした。 

    【主な支出】 

・包括委託費等                  ８，２０４万９千円 

・通信運搬費                   １，２７６万８千円 

⑤ 総係費は、前年度比５．５％増の５，３６０万円とした。 

   【主な支出】 

    ・公営企業会計システム保守委託等           ４０５万５千円 

⑥ 減価償却費は、建物、構築物（配水管）、機械及び装置の減価償却として、３億 

９，７１２万３千円とした。 

⑦ 資産減耗費は、構築物などの固定資産除却費で、３５１万円とした。 
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  〇 営業外費用 

① 支払利息は、３，４６９万９千円とした。 

② 消費税及び地方消費税の納税予定額を、４３８万円とした。 

 

(2) ４条予算（資本的支出） 

〇 建設改良費 

 ① 老朽管更新事業費は、前年度比５９．６％増の３億３，１９５万８千円とした。 

    【主な支出】 

・送水管布設替工事、舗装本復旧工事等     ２億９，０７４万１千円 

② 配水管改良費は、前年度比２４．６％減の１億４，１９２万１千円とした。 

【主な支出】 

・配水管布設実施設計業務委託等          １，４３７万３千円 

・配・給水管布設工事等            １億２，２５４万８千円 

③ 量水器費は、新規の水道メータの出庫で３５２万５千円とした。 

〇 企業債償還金 

企業債償還金は、２億３，６２７万円とした。 

 


